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	 核融合発電の実現には，磁場閉じ込めプラズマ

で生じる輸送現象の理解が必須であり，特にプラ

ズマ乱流の異常輸送に関する理解が求められて

いる．近年，マルチスケール結合を介して生じる

ミクロスケール揺動の大域相関が乱流現象に重

要な役割を果たしていると認識されつつある．そ

のため，磁化プラズマ乱流の大域的性質を実験的

に解明するためには，乱流のミクロスケール構造

を観測できる程度の分解能でプラズマ全体を計

測する必要がある． 
	 本研究室では，直線プラズマ実験装置PANTA 
(Plasma Assembly for Nonlinear Turbulence 
Analysis) において，トモグラフィを用いた揺動の
２次元計測の手法を開発している[1]．本研究では，
RF加熱パワーを3kWから6kWに上げた際に生じ
る高周波数のコヒーレントな揺動の加熱パワー

に対する依存性を調べ，さらにトモグラフィを用

いて空間構造解析を行った．時系列データ解析に

は，フーリエ変換を用いた．空間構造解析には，

FB(Fourier-Bessel)関数展開を用いてそのモード構
造を明らかにした．また，時系列データに条件付

き平均(CA)を取ることにより，このコヒーレント
モードの典型的な時空間発展の様子を抽出した． 
	 図１に各RF加熱パワーに対する局所発光量の
時系列データのスペクトルを示す．振幅が最も大

きい~11.5kHz付近の揺動に注目すると，その揺動
の中心周波数が時間とともに上昇することが確

認できる．また，RF加熱電力の上昇とともに，当
該揺動の中心周波数が時間とともに上昇するの

がわかる．この高周波揺動の空間構造を抽出する

ために，トモグラフィ再構成画像に対してCAを行

った．CA後に得られた揺動の空間構造を定量的に
評価するため，CA後に得られた２次元画像に対し
時間平均値を引き，FBフィッティングを行った．
このとき得られた揺動の２次元空間構造の例を

図２に示す．高周波揺動の構造がm=4を示すこと
がわかる． 
	 本発表では，トモグラフィで解析した高パワー

加熱時におけるコヒーレントモードのパワー依

存性や時空間構造などについて報告する． 

 
図１：各RF電力における(x,y)=(0cm, 3.2cm)のPSD 

 
図２：条件付き平均後のFB再構成画像 
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